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●
玉
ね
ぎ
の
生
産
振
興
に

　
　
　
　
　

取
り
組
ん
で
い
ま
す

　

安
曇
野
市
農
業
再
生
協
議
会
で
は
、
稲
作

に
代
わ
る
転
作
作
物
の
一
つ
と
し
て
、
玉
ね

ぎ
の
生
産
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
か
ら
、
播
種
か
ら
出
荷
ま
で
の

玉
ね
ぎ
機
械
化
一
貫
体
系
の
確
立
に
取
り
組

み
、
平
成
29
年
に
は
そ
の
体
系
が
ほ
ぼ
確
立

さ
れ
ま
し
た
。
機
械
化
一
貫
体
系
の
確
立
に

よ
り
、
作
業
の
軽
減
化
、
栽
培
へ
の
新
規
取

組
お
よ
び
生
産
規
模
の
拡
大
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
は
、
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
に
お
い

て
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、「
玉
ね
ぎ

共
同
乾
燥
調
整
施
設
」
が
建
設
さ
れ
、
こ
れ

に
伴
い
、
今
年
度
は
、
栽
培
面
積
が
45 

ha
ま

で
拡
大
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
で
は
、
機
械
化
栽
培

品
種
と
し
て
、「
ネ
オ
ア
ー
ス
」
を
推
奨
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
面
積
拡
大
を
行
う
上
で

作
期
分
散
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
市
再

生
協
で
は
、
ネ

オ
ア
ー
ス
以
外

に
も
安
曇
野
地

域
に
適
し
た
品

種
の
選
定
を
進

め
て
い
ま
す
。

▲次年作に向けた機械定植用苗
の育苗風景（９月 12 日現在）
順調な芽だしで青々しています。

玉
ね
ぎ
の
機
械
化
栽
培
に

　
　
　
　

 

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か

玉
ね
ぎ
機
械
化
栽
培
の
推
進
に
係
る
補
助

補
助
対
象

①
玉
ね
ぎ
専
用
機
械
の
購
入
に
係
る
経
費

※
実
施
面
積
が
、
お
お
む
ね
１
ha
以
上
か
、

ま
た
は
補
助
事
業
導
入
後
３
年
以
内
に
１
ha

以
上
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

※
補
助
内
容
の
見
直
し
を
行
い
、「
玉
ね
ぎ
栽

培
マ
ニ
ュ
ア
ル
～
機
械
化
一
貫
体
系
～
」（
市

再
生
協　

平
成
30
年
２
月
発
行
）
に
記
載
の

機
種
が
、
補
助
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

②
機
械
定
植
用
苗
の
購
入
に
係
る
経
費

補
助
率　
３
分
の
１
以
内

そ
の
他　
購
入
前
に
申
請
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
玉
ね
ぎ
機
械
化
栽
培
の
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル

〜
機
械
化
一
貫
体
系
〜
」

　

玉
ね
ぎ
の
機
械
化
一
貫
体
系
の
普
及
に

よ
る
農
家
所
得
の
向
上
を
目
指
し
、
機
械

化
栽
培
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
配
布
を
行
っ
て
い

ま
す
。
必
要
な
方
は
、

農
政
課
生
産
振
興
担

当
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

第
22
回
安
曇
野
玉
ね
ぎ
祭
り

　

令
和
元
年
６
月
15
日
（
土
）・
16
日
（
日
）

に
は
、
毎
年
恒
例
の
「
安
曇
野
玉
ね
ぎ
祭
り
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
雨
天
で
の
開
催
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
安
曇
野
産
玉
ね
ぎ
の
フ
ァ
ン
の

皆
様
、
毎
年
収
穫
体
験
を
楽
し
み
に
さ
れ
て

い
る
家
族
連
れ
の
皆
様
な
ど
、
多
く
の
方
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
安
曇
野
産
玉
ね
ぎ
の
地
産
地
消

の
場
、
ま
た
、
魅
力

を
多
く
の
方
に
お
伝

え
す
る
場
と
し
て
、

安
曇
野
玉
ね
ぎ
祭
り

を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
す
。

●
麦
栽
培
で
の
雑
草
防
除
に
つ
い
て

　

麦
栽
培
で
高
い
収
量
、
品
質
を
安
定
し
て

確
保
す
る
た
め
に
は
雑
草
対
策
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
雑
草
が
繁
茂
す
る
と
麦
の
育
成
が
抑

制
さ
れ
て
収
量
に
影
響
し
、
雑
草
種
子
の
混

入
に
よ
る
品
質
低
下
や
、
収
穫
作
業
効
率
の

低
下
を
招
き
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
所
得
安
定
対
策
に
つ
い
て
も
、

交
付
の
対
象
外
と
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ

り
注
意
が
必
要
で
す
。

問
題
と
な
っ
て
い
る
主
な
雑
草

①
「
ヤ
グ
ル
マ
ギ
ク
」

　

冬
生
一
年
生
の
キ
ク
科
帰
化
雑
草
。

◎
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

・
麦
収
穫
後
に
代
か
き
を
し
、
水
張
り
を
一
ヵ

月
以
上
続
け
て
種
子
を
減
ら
し
ま
す
。（
半
月
程

度
の
水
張
り
で
は
効
果
が
期
待
で
き
ま
せ
ん
）

・
水
張
り
だ
け
で
は
防
除
で
き
な
い
の
で
、

麦
播
種
後
に
土
壌
処
理
除
草
剤
を
散
布
し
ま

し
ょ
う
。

▲収穫体験にお越しいた
だいたご家族

▲玉ねぎ機械化栽培の栽培マニュアル
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▲雑草発生圃場の様子

　上段：ヤグルマギク

　下段：ネズミムギ

　

使
用
す
る
薬
剤
等
に
つ
い
て
は
、
松
本
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー(

４
０-

１
８
８
９)

や
、
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
魅
力
的
な
「
あ
づ
み
農
村
体
験
メ
ニ
ュ
ー
」
を

　
　
　
　
　
　

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
て
情
報
発
信

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、「
見
る
」「
知
る
」
が
容

易
に
な
っ
た
現
代
で
は
、「
触
れ
る
」「
感
じ
る
」
と
い
っ
た
体

験
型
観
光
が
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
安
曇
野
に
は
、
豊
か
な

自
然
を
生
か
し
た
様
々
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
が
存
在
す
る
こ
と
か

ら
、
体
験
や
観
光
を
取
り
入
れ
た
農
業
経
営
の
促
進
を
図
る
た

め
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
農
山
漁
村
地
域
に
お
い
て
農

業
、
自
然
、
文
化
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
滞
在
型

余
暇
活
動
の
こ
と
で
、
地
域
外
か
ら
の
交
流
人
口
の
増
加
が
、

地
域
で
の
消
費
拡
大
を
も
た
ら
し
、
農
村
全
体
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
安
曇
野
を
訪
れ
る
観
光
客
へ
の
情
報
提
供
を
目
的

に
、
農
業
体
験
な
ど
、
自
然
や
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
す
る
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
「
あ
づ
み
農
村
体

験
」
を
制
作
し
公
開
し
て
い
ま
す
。
掲
載
し
て
い
る
情
報
は
随

時
更
新
し
、
安
曇
野
ら
し
い
農
村
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
ど
ん
ど
ん

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
安
曇
野
市
で
の
農
業
体
験
型
観
光
の
一
例
と
し
て
、

都
市
部
の
中
学
生
・
高
校
生
の
教
育
旅
行
を
受
け
入
れ
る
「
農

家
民
宿
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
県
外
の
子
ど
も
た
ち
に

安
曇
野
で
の
田
舎
暮
ら
し
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
そ
の
魅
力
を

伝
え
る
と
と
も
に
、
農
家
の
副
収
入
獲
得
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
、
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
？

　

農
家
民
宿
の
受
け
入
れ
農
家
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
「
あ
づ
み
農

村
体
験
」
へ
の
掲
載
に
つ
い
て
は
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
農

政
課
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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②
「
ネ
ズ
ミ
ム
ギ
」

　

イ
ネ
科
の
一
年
生
雑
草
。
別
名
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス

繁
殖
力
が
強
く
牧
草
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

・
麦
と
同
じ
イ
ネ
科
の
た
め
、
除
草
剤
で
の
対
応
は
播
種
後

の
土
壌
処
理
除
草
剤
と
な
り
ま
す
が
、
抑
え
き
れ
な
い
こ
と

が
多
い
の
で
左
記
の
対
策
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

・
連
作
を
や
め
て
水
稲
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。（
二
作
以
上

作
付
け
す
る
と
効
果
的
で
す
。）

・
連
作
を
や
め
て
、
大
豆
な
ど
を
作
付
け
し
て
イ
ネ
科
用
除

草
剤
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
収
穫
後
の
休
閑
期
に
非
選
択
性
除
草
剤
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
麦
収
穫
後
の
ほ
場
に
湛
水
す
る
こ
と
で
、
栽
培

環
境
の
保
持
・
改
善
効
果
を
検
証
す
る
補
助
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
連
作
障
害
・
雑
草
対
策
と
し
て
取
組
み
に
つ
い
て

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

今年も「ゆるキャラグランプリ」に
エントリーしたよ♪
このＱＲコードから投票ができるよ♪

投票期間は 10 月 25 日（金）18 時までで、
毎日 1 回投票することが出来ます。みな
さまの温かい応援をお願いします。

安曇野の農産物を応援する妖精
「みずん」からのお知らせ

　「極上の安曇野を味わう。」をメインテーマに、おろしたてのワサビを添

えた香り高き新そば、豊かな大地と清らかな水で育った、米・リンゴ・野菜・

地酒・おやき・スイーツなど「美味しい安曇野」が味わえる収穫感謝祭です。

　今年もたくさんの野菜やフルーツで飾った「豊穣宝船」が会場に登場し

ます。まつりの２日目（最終日）には、船の野菜・果物等を無料配布しま

すので、皆さまお誘いあわせの上、お越しください。

　日時 11 月９日（土）・10 日（日）　

 両日とも午前 10 時から午後 4 時まで

　場所 穂高神社特設会場

 （南・北神苑及びその周辺）

　なお、当日は会場周辺の交通で混雑が予想

されますので、シャトルバスの運行を予定し

ています。シャトルバスまたは、JR 大糸線を

ご利用ください。

▲あづみ農村体験ウェブページ

新そばと食の感謝祭新そばと食の感謝祭新そばと食の感謝祭新そばと食の感謝祭新そばと食の感謝祭新そばと食の感謝祭第7回
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●
野
生
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

　

安
曇
野
市
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
は
、
東
山
山

麓
で
は
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
の
害
、
西
山
山
麓
で
は
サ
ル
の
害

が
深
刻
な
状
況
で
、
近
年
、
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害

も
発
生
し
て
い
る
た
め
、
効
果
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が

急
務
で
す
。
平
成
30
年
度
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
水
産
物
被

害
額
は
１
６
０
０
万
円
を
超
え
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

集
落
ぐ
る
み
で
設
置
す
る
獣
害
防
護
柵
へ
の
資
材
支
給
や

個
々
の
農
家
が
講
じ
る
対
策
へ
の
支
援
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

サ
ル
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

　

ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
丹
精
込
め
て
作
っ
た
農
作
物
を
荒
ら
す

に
っ
く
き
動
物
で
す
が
、
森
の
生
態
系
の
重
要
な
一
員
で
す
。

サ
ル
の
特
徴
を
理
解
し
、
う
ま
く
棲
み
分
け
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
人
里
を
サ
ル
の
エ
サ
場
に
し
な
い
た
め
に
、
廃

棄
果
実
な
ど
の
誘
因
物
を
片
付
け
、
集
落
や
農
地
ま
わ
り
の

藪
を
刈
り
払
い
し
、
サ
ル
が
出
没
し
に
く
い
環
境
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

◎
サ
ル
の
生
態
を
知
り
ま
し
ょ
う

▼
何
で
も
食
べ
る
雑
食
性
▼
オ
ス
の
ボ
ス
ザ
ル
は
い
ま
せ

ん
。
群
れ
の
リ
ー
ダ
ー
は
メ
ス
（
母

系
社
会
）
▼
行
動
す
る
時
間
は
夜
明

け
か
ら
日
没
ま
で
▼
五
感
は
人
間
と

ほ
ぼ
同
じ
▼
記
憶
力
が
よ
く
味
や
エ

サ
の
あ
る
場
所
を
覚
え
、
一
度
味

わ
っ
た
恐
怖
体
験
は
忘
れ
な
い
▼
運

動
能
力
は
高
い
が
石
を
つ
か
ん
で
投

げ
る
こ
と
は
で
き
な
い

集 

落 

支 

援 

事 
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◎
被
害
対
策

①
追
い
払
い

　

サ
ル
を
見
か
け
た
ら
追
い
払
い
ま
し
ょ
う
。
サ
ル
に
農
地

は
危
険
な
場
所
だ
と
学
習
さ
せ
る
た
め
、
出
没
し
た
ら
必
ず

追
い
払
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
に
つ
い
て

サ
ル
を
追
い
払
う
こ
と
を
目
的
に
訓
練
さ
れ
た
「
モ
ン
キ
ー

ド
ッ
グ
」
に
よ
る
サ
ル
の
追
い
払
い
を
集
落
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
主
に
西
山
山
麓
の
地
域
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
被

害
の
防
止
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

②
防
護
柵
の
設
置

　

追
い
払
い
だ
け
で
な
く
、
農
地
へ
の
侵
入
を
防
止
し
た
り

妨
害
す
る
対
策
が
必
要
で
す
。
市
で
は
防
護
柵
設
置
に
対
し

て
の
支
援
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。（
※
通
電

し
て
い
な
い
電
気
柵
は
逆
効
果
に
な
る
の
で
電
気
を
流
さ
な

い
場
合
は
撤
去
し
ま
し
ょ
う
。）

③
廃
棄
果
実
な
ど
の
片
付
け

　

廃
果
も
サ
ル
の
エ
サ
場
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
柿
や
栗

な
ど
は
す
べ
て
収
穫
し
、
放
置
さ
れ
た
木
は
伐
採
し
ま
し
ょ

う
。
出
荷
で
き
な
い
果
実
や
野
菜
は
放
置
せ
ず
、
早
め
に
埋

め
る
か
廃
果
置
き
場
に
覆
い
を
し
て
、
サ
ル
が
農
地
に
近
づ

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

安
曇
野
市
野
生
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
補
助
金

　

市
内
に
居
住
し
、
か
つ
、
市
内
に
お
い
て
農
林
水
産
物
を

栽
培
又
は
飼
養
す
る
者
で
、
野
生
鳥
獣
か
ら
農
林
水
産
物
の

被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
設
置
す
る
施
設
資
材
等
を
購
入
す

る
経
費
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

①
侵
入
防
止
柵(

電
気
柵
、
金
網
柵
及
び
ネ
ッ
ト
柵)
の

設
置
に
係
る
資
材
購
入
費
の
補
助

▲そば畑のわきを歩く猿

補
助
率
等　
２
分
の
１
以
内
で
限
度
額
10
万
円(

※
１)

②
侵
入
防
止
装
置
（
※
２
）
の
購
入
費
の
補
助

補
助
率
等　
３
分
の
１
以
内
で
限
度
額
８
万
円 

※
１　

隣
接
し
た
複
数
の
耕
作
者
が
共
同
で
柵
を
設
置
す
る

場
合
は
、
柵
を
設
置
す
る
耕
作
者
に
当
該
限
度
額
を
乗
じ
た

額
を
上
限
と
し
ま
す
。

※
２　

次
の
装
置
に
限
り
ま
す
。

　

電
子
防
鳥
機(

バ
ー
ド
ガ
ー
ド
、
ト
リ
サ
ッ
タ)

　

大
型
回
転
体
に
よ
る
防
鳥
機
（
ト
リ
エ
モ
ン
）

　

音
波
に
よ
る
鳥
獣
駆
逐
装
置
（
ガ
ド
リ
オ
ン
、バ
リ
ア
ト
ー

ン
）

③
そ
の
他
支
援

市
再
生
協
エ
ア
ガ
ン
購
入
費
補
助
金

補
助
率
等　
購
入
費
の
３
分
の
１
以
内
で
限
度
額
１
万
円

対
象
者　
農
業
を
自
ら
経
営
す
る
個
人
又
は
組
織
等

●
荒
廃
農
地
対
策
に
つ
い
て

　

市
で
は
荒
廃
農
地
を
解
消
し
、
農
地
の
再
生
利
用
及
び
有

効
活
用
に
取
り
組
む
農
業
者
又
は
農
業
団
体
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
解
消
経
費
10
ア
ー
ル
当
た
り
５
万
円
を
補
助
金
交
付

し
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

明
科
天
王
原
で
は
、
荒
廃
農
地
を
解
消
し
ワ
イ
ン
用
ブ
ド

ウ
の
作
付
け
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
に
は
、
本
格

的
に
収
穫
が
始
ま
り
、
そ
の
ブ
ド
ウ
を
醸
造
し
た
ワ
イ
ン
が
、

日
本
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
ま
し
た
。
地
権
者
の
理

解
と
協
力
や
、
耕
作
者
、
関
係
者
の
尽
力
が
報
わ
れ
、
大
変

喜
ば
し
く
感
じ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
天
王
原
ワ
イ

ン
の
夢
は
拡
大
し
続
け
て

い
ま
す
。

▲受賞したワイン
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●
各
直
売
所
等
イ
ベ
ン
ト

●「
農
業
用
ハ
ウ
ス
強
靭
化
緊
急
対
策
事
業
」

事
業
要
望
を
募
集
し
ま
す

対
象
事
業

　

既
存
ハ
ウ
ス
へ
の
台
風
・
大
雪
等
に
よ
る
被
害
防
止
対
策

に
要
す
る
経
費
（
ハ
ウ
ス
の
補
強
、
防
風
ネ
ッ
ト
の
設
置
、

換
気
扇
や
融
雪
・
加
温
装
置
の
設
置
等
）

補
助
率　
２
分
の
１
以
内

補
助
要
件

①
今
後
10
年
以
上
の
利
用
が
見
込
ま
れ
る
ハ
ウ
ス
で
あ
る
こ

と
。

②
園
芸
施
設
共
済
ま
た
は
民
間
の
建
物
共

済
や
損
害
補
償
保
険
等
に
加
入
す
る
こ

と
。

そ
の
他

　

実
施
を
検
討
さ
れ
る
方
は
、
農
政
課
生

産
振
興
担
当
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
令
和
２
年
度
長
野
県
農
業
大
学
校
入
学
生
募
集

　

長
野
県
農
業
大
学
校
（
長
野
市
松
代
）
で
は
、
令
和
２
年

度
入
学
生
の
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

募
集
学
科
（
コ
ー
ス
）
は
次
の
通
り
で
す
。

●
総
合
農
学
科
実
践
経
営
者
コ
ー
ス
（
卒
業
後
す
ぐ
に
自
立

し
企
業
的
農
業
経
営
者
を
目
指
す
）

●
総
合
農
学
科
農
業
経
営
コ
ー
ス
（
作
物
・
野
菜
・
花
き
・

果
樹
専
攻
）

●
実
科
及
び
研
究
科
（
果
樹
・
野
菜
花
き
・
畜
産
・
南
信
農
業
）

　

願
書
の
受
付
期
間
・
試
験
日
・
合
格
発
表
は
、
県
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
長
野
県
農
業
大
学
校
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

:/
/
w

w
w

.n
o
d

a
i-n

a
g

a
n

o
.a

c
.jp

/
）
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
電
話
０
２
６-

２
７
８-

５
２
１
１
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

お　

知　

ら　

せ

　

４
月
に
農
政
課
に
着
任
し
、
農
家
さ
ん
と
の
関
わ
り
が
増
え
、

農
業
へ
の
興
味
が
わ
き
、
最
近
は
、
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
、
各

地
の
特
産
品
や
旬
の
農
産
物
を
味
わ
う
た
め
に
、
各
地
の
直
売

所
等
を
訪
ね
る
こ
と
が
休
日
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
の
も
う
一
つ
の
マ
イ
ブ
ー
ム
は
旅
行
先
な
ど

で
穀
倉
地
帯
の
田
ん
ぼ
に
そ
び
え
た
つ
ひ
と
き
わ
大
き
な
建

物
「
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
を
見
つ
け
写
真
を
撮
る

こ
と
。
目
立
つ
か
ら
こ
そ
各
地
域
の
「
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
」

や
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
が
書
い
て
あ
り
、
特
徴
が
あ
っ
て
、

興
味
深
い
の
で
す
。

　

今
ま
で
、
何
気
な
く
見
逃
し
て
い
た
景
色
や
意
識
し
て
い
な

い
日
常
の
営
み
の
中
に
、
営
農
に
関
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
そ
れ
ら
の
お
か
げ
で
恵
み
多
い
生
活
が
で
き
て
い
る
と

改
め
て
感
じ
る
こ
の
秋
。
黄
金
に
色
づ
い
て
き
た
一
面
の
田

ん
ぼ
を
見
て
、
な
ん
だ
か
例
年
以
上
に
農
家
の
み
な
さ
ん
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
が
わ
く
と
と
も
に
、
改
め
て
安
曇
野
っ
て
い

い
と
こ
ろ
だ
な
ぁ
と
テ
ン
シ
ョ
ン
が
あ
が
っ
て
い
る
私
で
す
。

①
農
作
業
中
車
両
は
、馬
入
れ
に
駐
車
し

ま
し
ょ
う

②
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
で
農
地
か
ら
公
道
に

出
る
前
に
は
、必
ず
タ
イ
ヤ
に
付
着
し

た
土
や
泥
を
落
と
し
ま
し
ょ
う

③
道
路
を
汚
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、速

や
か
に
撤
去
・
清
掃
を
行
い
ま
し
ょ
う

④
盗
難
防
止
の
た
め
、作
業
中
は
近
く
に
い

て
も
カ
ギ
を
か
け
ま
し
ょ
う

農
家
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

農
家
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　

農
作
業
等
で
農
地
か
ら
道
路
へ
出
る
際
に
は
、
交
通
安

全
と
環
境
美
化
の
た
め
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

しにし

直売所名 ＴＥＬ イベント名 開催日 内　容

安曇野スイス村ハイジの里 87-0812 果物祭り 10月26日（土）27日（日）旬の果物が勢揃い！各種イベント盛りだく
さんりんご祭り 11月16日（土）17日（日）

あづみ野ふる里市 77-7530 りんごフェアー 11月23日（土）24日（日）贈答りんご発送、りんご詰め放題・「オープン箱・袋」詰め放題

ファーマーズガーデンあかしな 62-1230 周年祭 11月16日（土）17日（日）旬のりんご、ながいも特別販売、その他イベント盛りだくさん！

あぐり資材センター川手 62-4912 明科・生坂支所
JAまつり 2019 11 月９日（土） 食と農にまつわるイベント盛りだくさん！

みんなで育てた安曇野産のもち米を使って餅つき体験とお餅の振る舞い

ほりがね物産センター 73-7002

ほりがね秋の振興祭り
（実行委員会主催） 10月 19日（土） ステージイベント ( キッズビクス・堀金

小合唱部など )・大福引抽選会

物産センター感謝祭 11月 17日（日）
農産物をお買い上げの方に抽選で農産物
のプレゼント・豚汁、ポン菓子、綿菓子
などの無料配布等

Ｖｉｆ穂高 81-5656

Vif の新そば祭り 10月19日（土）20日（日）地元安曇野産の新そばの特売・秋の味覚野菜（生産者の果物）特価販売

Vif の安曇野まるしぇ・
牧大根まつり 11月 9日（土）10日（日）

地元伝統野菜「牧大根」の販売と漬物講
習会・生産者協議会による農産物の対面
販売・加工品の店頭販売

感謝デー・Ｖ if パン祭り 12月 15日（日） こだわりパンと創作パンの特価販売・お
汁粉サービス・加工品特価販売

年越セール 12月17日（火）～31日（火）正月餅販売・年越そば販売（30日・31日のみ）・おせち販売（29日～ 31日）


